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From disposal to utilization



泥ん固とは
環境に安全な無機系固化材

これまで廃棄されてきた軟弱泥土に対し安全なリサイクルを可能とする固化材です。

原料の多くに安全性を確認した産業副産物であるリサイクル原料を使用しており、田畑や河川

など、環境に配慮が必要な分野で多く使われております。

また、産業副産物であるリサイクル原料を使用すること、廃棄されてきた軟弱泥土を“Re”活用

することなどによって、循環型社会となった現代の廃棄物削減にも大きく寄与しております。



特徴

瞬時に改良し作業がスムーズに 農地でも使用可能な安全性

早期に中性化することで農地でも安心して

使用ができます

固化材由来の重金属類の溶出の心配も

ないため、六価クロム溶出試験も必要あり

ません

環境への配慮

有害物質を含まない環境に配慮した原材

料のみを配合しています

あらゆる泥土のリサイクルに使用可能で

泥土を捨てないことでの廃棄物削減、

原料に産業副産物を再利用することでの

廃棄物削減を行っております

あらゆる泥土に効果的で

優れた吸水性能により早期に強度発現す

ることで工期の短縮にも寄与します



泥 ん 固：3〜21日の養生期間を経て中性化する
セメント系：恒常的に高アルカリ性
石 灰 系：恒常的に高アルカリ性

泥 ん 固：強度発現まで1〜7日と短い
セメント系：強度発現まで14〜28日と長い
石 灰 系：強度発現まで1〜7日と短い

泥 ん 固：吸水性を高めた物理的固化作用により効果が高い
セメント系：フミン酸等により化学的固化作用が阻害され固まりづらい
石 灰 系：フミン酸等により化学的固化作用が阻害され固まりづらい

泥 ん 固：固まった改良土は再泥化しづらい
セメント系：固まった改良土は再泥化しづらい
石 灰 系：固まった改良土は再泥化しやすい

他の固化材との

違い

泥 ん 固：有害物質の溶出がない
セメント系：原料由来の重金属の溶出がある
石 灰 系：有害物質の溶出は無いが臭気や発熱などがある

改良土が中性化する

有害物質を含まない

早期に強度発現する

有機質土に効果的

再泥化しない



ほ場
整備
工事

ため池
改修
工事

改良前 改良直後 1年経過後

ほ場内軟弱基盤土の改良

池内堆積土を使用した仮設道路とヤード造成

使用例

植生に影響を与えない・有害物質の発生がない・早期に強度が得られる・改良土は泥に戻らない

↓
食に繋がる農用地でも使用可能

固まり辛いヘドロにも効果的・早期に強度が得られる・改良土は泥に戻らない・改良土は再掘削が容易で転用可能

↓
置換が必要なくスムーズに工事が進む



使用例

安全性について-1

全グレードで土壌環境基準全26項目をクリアしており、特に

農地での使用実績の多いグレードにおいては魚類による急性

毒性試験も実施済みとなります。

田畑や河川、ため池をはじめとした環境に配慮が必要とされ

る農業分野から、固化材が必要とされるあらゆる軟弱土に対

し、優れた固化特性で早期に固化することが可能となります。

また、セメント由来の六価クロムの心配もありませんので、六

価クロム溶出試験は必要ありません。

濃度計量証明書の取得

固化材単体で重金属類が

溶出しない証明

魚毒性試験の実施

固化材や改良土が河川

等へ流出した際の生物

への影響の確認



安全性について-2

固化材別稲作生育実験

使用先が田畑や河川、ため池な

ど農業に直結する場面が多いこ

とから、植生に対し安全・安心で

あることの証明として改良土にお

ける稲による植生試験を行ってお

ります。

無処理 NC-11 NO.7 生石灰 セメント

無処理 NC-11 NO.7 生石灰 セメント

無処理  NC-11 NO.7 生石灰  セメント

実験開始

30日後

120日後

田んぼの土に対し、何も添加しない「無処理」のほ
か、泥ん固NC-11 ・ 泥ん固NO.7 ・ 生石灰 ・ セメ
ントをそれぞれ200㎏/㎥添加し混合した改良土に稲
を植えた。

生石灰は水入れ直後より水が濁り植えた
3株すべてが枯れてしまった。

セメントも水の濁りが確認されたが1株
のみ枯れずに生育している。

生育には大きな差が見られている。

無処理・泥ん固NC-11・泥ん固NO.7 は
生育に差は見られなかった。

生石灰は早期に枯れ、セメントは残って
いた1株は穂をつけることはなかった。



安全性について-3

改良土の中性化について

泥ん固による改良土は配合の酸性分や空気酸化、降
雨による影響などと相まって早期に中性化し易い特徴
があります。

改良土のアルカリ化が引き起こす問題としては植物の
成長に欠かせない必要成分の欠乏症が大きな問題と
なります。

この早期の中性化により田畑をはじめとした農地関連
でも安心して使用いただけます。
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安全性について-4

改良土の再泥化安定性について

泥ん固による改良土は早期に固化発現し、一度固

まった改良土は再び泥状に戻ることはないので、地下

水位の高い農地やため池、河川内でも安心して使用

いただけます。

注）添加量が著しく低い場合などは再泥化の恐れがあります

固化材 添加量
(kg/m³)

再泥化安定性

材齢1日 材齢3日

NC-11 100 ◎ ◎

NO.7 100 △ 〇

セメント 100 △ △

生石灰 100 × ×



株式会社エコ・プロジェクト
https://eco-pro.bz/

まとめ

地球環境への調和
現代の地球において、様々な環境問題が複合的に発生しております。

地球温暖化や水質や大気、海洋といった環境汚染、森林破壊など身近な所でも地球環境問題として状況は深刻
化しており、様々な取り組みが行われている現代においても、地球環境は悪化の一途をたどっております。

当社では“廃棄から利活用へ”を念頭に、土木分野において限りある資源である土の再利用を推進しております。

元来処分されてきた資源を利活用することで、新たな資源の採掘を抑制し、そこに付随する温室効果ガスの削減
の一助となれるよう努力を続けております。

また、固化材のもつ固化効果の早さや置き替えの手間のなさから、工期の短縮にも寄与できると考えております。
これは近年の社会的な課題である働き方改革問題における生産性の向上やコストの削減などに役立ちます。

様々な視点より環境への調和をはかるため、今後も何ができるかを考えながらこの無機系固化材の普及に努めて
いきたいと考えております。

環境への配慮
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